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＜あらまし＞ 本研究では、学習者による継続的な振り返り活動を支援し、得られたデータ

を学習成果として活用するための仕組みの検討と、その有効性を検証することを目的とす

る。講義終了時にルーブリックによる自己評価と到達度確認を実施し、評価結果は可視化ダ

ッシュボードと同期される。評価指標の検討と方略の設計・運用を通じて、リフレクション

の定着とデータの活用可能性を展望する。 
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1. はじめに 

高等教育機関では、教育の質保証・質向上の

実現のために学習成果の可視化への取り組みが

進んでいる。文部科学省が令和２年に行った調

査によると、高等教育機関では、レーダーチャ

ートによる成績の可視化、GPAの表示、eポート

フォリオによるリフレクション等、特色ある取

り組みが行われている。 

 松下（2016）は、学習成果は複合的な指標で

評価することにより信頼性のあるデータとなる

ことを示し、学習成果の評価を捉える３つの分

類軸やエビデンスについても言及している。 

 松下（2016）の分類に基づき検討すると、客

観テストや質問紙調査等は、多くの高等教育機

関や企業によりシステムの開発や実践が行われ

ている。 

 多様な評価方法のうち、質的間接評価である

「学習者の自己報告による学習成果の評価方法」

や質的直接評価としての「ポートフォリオ評価」

のための手法として、e ポートフォリオを導入

している機関もあるが、システムを導入するだ

けで成果が可視化されるものではなく、運用や

活用においては課題も多く見受けられる。 

 

2.  研究目的 

 上記の背景に基づき、本論文では、多様な評

価方法のうち、質的間接評価である「学習者の

自己報告による学習成果の評価方法」に着目す

る。学びの振り返りの教育効果を再調査した上 

 

で、定期的かつ継続的に学習者や教員が評価を

行い成果を確認するための仕組みとして、必要

な支援とシステム・方略を検討することを目的

とし、学習成果の可視化に向けた有効性を検証

することを視野に、振り返り活動の定着を促す

設計を提案する。 

 

3. 方法 

3.1 提案する手法 

本論文における振り返り活動の進め方は以下

の通りである。学習者は、講義終了時に講義の

振り返り活動として、学習管理システム Moodle

の自己評価ルーブリック指標を作り、各講義の

振り返りを実施する。 

 教員は、成績評価時に学生の学習目標達成度

と評価ルーブリックによる評価を実施する。 

 自己評価ルーブリックにはリフレクションに

対する評価指標を含み、学習目標達成を測るた

めの自己評価ルーブリックの指標にはリベラル

アーツ教育の掲げる「幅広い知識や多角的な視

点」「問題解決能力」「批判的思考力」を評価す

る指標を含む。 

 それぞれのデータは統合され、Power BIで構

築したダッシュボードで可視化される。 

3.2  研究内容 

 本節では、具体的な研究の進め方について説

明する。 

 まず、振り返り活動の教育効果を再調査した

上で、定期的・継続的な振り返りを実現するた
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めの支援方法の設計を検討する。 

 次に自己評価についての学習方略の効果を調

査し、設計を検討する。 

 先行研究事例を参考に、モデル講義の自己評

価/学習達成度ルーブリック指標の検討と試作

を行い、Moodleのルーブリック機能のテンプレ

ートとして実装する。評価データは、Moodleと

Power BIの API連携により、同期する。 

 並行して、評価のためのアンケート・インタ

ビュー項目の作成を行い、効果検証する。 

3.3 ルーブリック指標の作成と検討 

以下の３つの科目群でルーブリック指標の検

討を実施する。 

（1）リベラルアーツの３分野（人文科学・社会

科学・自然科学）基礎科目 

（2）全学生の必修科目 

（3）学際的な科目 

3.4 プロトタイプの仕様 

Moodleと Power BIは API連携し、ルーブリ

ック評価データを同期し表示する。 

 

図 1. プロトタイプイメージ 

3.5 評価 

 プロトタイプを試行し、以下３点について、

専門家、教員、学生のインタビューを行う。 

（1）ルーブリック指標についての妥当性 

（2）振り返り活動の定着・効果について 

（3）可視化されたデータの有用性 

 

4. 終わりに 

 本論文では、Moodleのルーブリック機能を活

用した振り返り活動の設計を提案した。リフク

ションの定着を目指し、学生・教員双方が主体

的に学習を確認するための設計・運用した点に

本研究の意義がある。しかし、学習者の自己評

価データは主観的要素を多く含むため、信頼性

を高めるためには、教員評価との比較やその他

定性的データとの組み合わせも必要となるだろ

う。各高等教育機関の特色を出すデータとする

ためには、自由記述の分析も有効ではないかと

考える。 

 また、この研究成果を実践に落とし込む際に

は、学習者や教員がツールの利用方法や振り返

り活動の意義を理解し、効果的に実施するため

の研修やサポート体制の整備も重要だと考える。 

 今後は、実装性と信頼性を高めるために、課

題整理とさらなる実証をすすめていく。 
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